
7/20（木） 

8/07（月） 

8/31（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

谷 哲夫教授 専門：失語症学、吃音学 
主な研究テーマ：在宅失語症者の訓練ツールの開発、吃音治療 

柴本 勇 教授 専門：言語聴覚障害学、摂食嚥下障

害学 
主な研究テーマ：コミュニケーション障害、摂食嚥下障害に関する研究 

小坂 美鶴 教授 専門：言語病理学（言語発達心理学・言語
発達障害学） 

主な研究テーマ：言語発達障害、早期語彙発達、語用の発達 

   

大原 重洋 教授 専門：小児聴覚障害学 
主な研究テーマ：ナラティブ（難聴の子どもの語り）形成機序の解明

と支援法の開発、補聴器の調整 

佐藤 豊展 准教授 専門：摂食嚥下障害学 
主な研究テーマ：摂食嚥下の筋活動動態の研究、訓練開発 

佐藤 綾華 助教 専門：聴覚障害学、言語発達障害学
主な研究テーマ：聴覚情報処理障害における音像空間を用いた複数音

声下聴取の検討 
  

 

伊藤 千紗 助手 専門：言語発達障害学、成人の言

語障害 
主な研究テーマ：ワーキングメモリ、語彙習得 

• 講義室・実習室・カフェなど大学紹介  
• 模擬講義（言語聴覚学分野の紹介） 
• 在学生との懇談 
• 卒業生メッセージ 
• 現職  ST メッセージ 
• 入試等の説明 
• 個別相談会 

 
臨床経験豊富な教員がナビゲートします。 

テクノロジ 

目に見えず理解されにくい「ことば」の障害は私たちの一生を左右する重大な問題です。 

人が生活する上で大切な「ことば」。病気や事故で脳や口の機能が損なわれると、ことばを理解したり、話をしたりする

ことができなくなります。もし、あなたが言語聴覚障害になったら勉強がやりにくくなったり、周囲の人とコミュニケーション

をとることも難しくなってしまうでしょう。また、生まれつき言語聴覚障害があったとしたら、ことばを十分に身につけること

すら困難になります。ほかにも、口や喉の機能が低下すると話すことだけでなく、食べることや飲み込むことが難しくなる

こともあります。言語聴覚障害をもつ方々がその人らしく幸せに暮らせるように支援するのが「ことば」のスペシャリストで

ある言語聴覚士の仕事です。 

W W W .  Y O U R W E B S I T E H E R E .  

C O M  

当日のプログラム  

脳
の う

（認知・発達）･口
く ち

（発声・発音・摂食嚥下）・耳
みみ

（聴覚）のリハビリテーション専門職のことを 

私達がオンラインでご説明します！ 

7/18（火） 

7/28（金） 

7/27（木） 

9/06（水） 

8/23（水） 

9/04（月） 
7/24（月） 

8/29（火） 

医療職として病院で働く              各日17 時 30 分～18 時 30 分 

 

9/12（火） 
8/  1（火） 

9/12（火） 

17：30～ 

7/20（木） 

8/  7（月） 

8/31（木） 

7/18（火） 

7/28（金） 

17：30～ 

7/27（木） 

9/  6（水） 

17：30～ 

 

8/23（水） 

9/  4（月） 

17：30～ 

7/24（月） 

8/29（火） 

17：30～ 

7/27（木） 

9/06（水） 

8/  3（木） 

9/  6（水） 

17：30～ 

Web オープンキャンパス 

17:30～ 


